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加
し
、
戦
車
第
六
旅
団
は
戦
車
第
十
三
連
隊
、
第
十
七

連
隊
の
主
力
を
も
っ
て
、
七
月
か
ら
湘
桂
作
戦
に
参
加
、

終
戦
時
、
戦
車
旅
団
は
湘
桂
作
戦
を
終
了
し
て
北
京
へ

移
動
中
で
、
師
団
は
北
京
地
区
に
あ
っ
た
。
既
に
そ
の

時
点
で
張
家
口
付
近
に
は
ソ
連
軍
が
南
下
し
つ
つ
あ
っ

た
。 

 

そ
し
て
八
月
十
八
日
頃
「
軽
挙
妄
動
を
慎
む
よ
う
に
」

と
の
中
隊
長
の
訓
示
が
あ
り
、
皆
呆
然
自
失
、
解
放
感

と
無
力
感
に
魂
の
抜
け
た
よ
う
に
な
っ
た
、
と
終
戦
の

衝
撃
を
語
る
。
ま
た
『
北
京
へ
集
合
の
命
令
で
貨
車
に

積
め
る
物
は
積
み
、
自
動
貨
車
の
大
部
分
は
黄
河
の
支

流
の
河
岸
に
整
列
さ
せ
て
別
れ
を
告
げ
た
。
生
死
を
共

に
し
、
受
領
し
て
か
ら
エ
ン
ジ
ン
も
足
回
り
も
修
理
に

修
理
を
重
ね
た
愛
車
を
置
い
て
行
く
の
は
辛
い
思
い
で

あ
っ
た
』
と
哀
感
を
も
語
っ
て
い
る
。 

徴
兵
検
査
よ
り
復
員
ま
で 

神
奈
川
県 

 

高 

橋 

悦
二
郎 

 
 

  

「
第
一
乙
種
合
格
」
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
、
横

浜
で
行
わ
れ
た
徴
兵
検
査
場
に
て
徴
兵
官
よ
り
こ
う
宣
告

さ
れ
た
。
続
い
て
「
貴
様
の
希
望
兵
種
は
何
か
」
と
言
わ

れ
耳
を
疑
っ
た
が
、
即
座
に
口
か
ら
「
通
信
兵
」
と
言
う

言
葉
が
出
た
。
そ
れ
は
私
が
私
立
の
無
線
通
信
学
校
で
通

信
技
術
を
修
得
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か

し
甲
種
合
格
で
な
く
、
第
一
乙
種
だ
か
ら
と
兵
役
に
は
関

係
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
確
か
昭
和
十
五
年
の
秋
頃
、

横
浜
連
隊
区
よ
り
、
「
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
、
北
支
那

派
遣
電
信
第
十
連
隊
へ
入
隊
」
と
の
通
知
を
受
領
し
、
同

年
十
一
月
の
末
、
近
隣
の
方
々
に
送
ら
れ
集
合
地
の
横
浜

駅
に
向
か
っ
た
。 

 
同
駅
に
は
各
地
よ
り
集
ま
っ
た
新
兵
と
憲
兵
が
多
数
い

て
、
物
々
し
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
点
呼
後
、
列
車
に
乗

車
、
窓
は
鎧
戸
が
下
さ
れ
、
外
は
見
え
ず
、
た
だ
列
車
は
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西
に
向
け
て
走
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
周
り
の
者
と
小
声

で
出
身
地
と
か
業
種
を
聞
く
。
栃
木
県
、
群
馬
県
、
東
京

市
の
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。 

 

車
窓
に
寄
り
掛
り
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

内
に
、
い
つ
し
か
眠
く
な
り
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
と
、
急

に
大
声
で
「
皆
聞
け
、
こ
の
列
車
は
広
島
に
向
け
走
っ
て

い
る
。
お
前
等
は
広
島
で
降
り
る
。
そ
こ
で
軍
装
品
受
領
、

私
物
は
一
切
お
前
等
の
家
へ
送
り
返
す
。
分
か
っ
た
か
」

と
念
を
押
さ
れ
た
。 

 

翌
朝
、
目
的
地
の
広
島
に
到
着
。
広
島
電
信
第
二
連
隊

か
兵
站
か
分
か
ら
な
い
が
、
褌
か
ら
シ
ャ
ツ
に
至
る
ま
で

受
領
し
、
着
替
え
、
三
八
式
歩
兵
銃
、
ゴ
ボ
ー
剣
も
渡
さ

れ
、
ど
う
に
か
兵
隊
ら
し
い
格
好
が
出
来
上
が
っ
た
。
着

替
え
た
も
の
は
国
防
婦
人
会
の
手
に
よ
り
家
へ
送
付
方
を

お
願
い
し
て
、
小
休
止
後
、
陸
軍
少
尉
に
引
率
さ
れ
て
宇

品
へ
と
行
軍
す
る
。
沿
道
に
は
愛
国
、
国
防
婦
人
会
や
小

学
生
、
中
学
生
達
が
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
送
っ
て
く

れ
る
。 

 

や
が
て
宇
品
に
着
き
乗
船
前
の
大
休
止
の
間
に
各
人
一

つ
星
の
軍
服
姿
を
撮
る
た
め
街
の
写
真
館
へ
と
走
る
。
夕

刻
、
我
々
は
「
国
津
丸
」
と
い
う
貨
物
船
の
船
底
に
押
し

込
め
ら
れ
る
。
便
所
は
舷
側
よ
り
張
り
出
さ
れ
、
下
を
見

れ
ば
荒
波
で
あ
る
。
灯
と
も
す
頃
甲
板
に
上
が
る
。
船
は

静
か
に
走
り
、
瀬
戸
の
灯
が
き
れ
い
だ
っ
た
。 

 

下
関
を
通
過
し
た
頃
船
内
放
送
で
「
今
か
ら
用
便
の
他
、

甲
板
に
出
る
こ
と
を
禁
ず
」
と
い
う
。
船
底
の
丸
窓
か
ら

外
を

の
ぞ覗

い
た
者
が
「
お
ー
い
、
朝
鮮
だ
ぞ
」
と
叫
ん
だ
。

見
れ
ば

は
げ
や
ま

禿
山
で
木
が
無
く
、
う
ら
淋
し
い
風
景
で
あ
る
。

や
が
て
船
が
海
に
漂
う
木
の
葉
の
よ
う
に
揺
れ
出
し
、
船

底
の
我
々
は
左
右
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
転
が
り
、
ア
チ
コ
チ
で

胃
の
中
の
物
を
吐
き
、
そ
の
臭
気
が
充
満
す
る
。
ま
た
呻

き
声
が
ま
る
で
地
獄
絵
の
様
で
船
酔
い
で
フ
ラ
フ
ラ
し
て

甲
板
を
這
い
な
が
ら
便
所
に
通
う
姿
は
哀
れ
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
大
揺
れ
の
中
で
も
炊
事
当
番
は
、
飯
上
げ

の
食
缶
を
ヨ
ロ
ヨ
ロ
し
な
が
ら
勤
務
す
る
。
し
か
し
そ
ん

な
思
い
を
し
て
運
ん
で
き
て
も
誰
も
食
う
者
が
い
な
い
。

胃
の
中
は
空
っ
ぽ
、
吐
く
の
は
胃
液
か
血
の
み
。
全
員
全

く
青
菜
に
塩
と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。 
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そ
の
よ
う
な
日
々
が
続
き
、
あ
る
夜
船
は
港
に
入
っ
た
。

目
的
の
支
那
大
陸
に
到
着
し
た
の
か
皆
ほ
っ
と
し
た
様
だ
。

翌
朝
暗
い
う
ち
に
下
船
、
波
止
場
に
整
列
、
指
示
を
待
つ
。

や
が
て
指
揮
官
よ
り
「
現
在
地
は
北
支
那
の
港
、
溏
沽
」

と
知
ら
さ
れ
る
。
足
元
の
大
地
は
凍
り
つ
き
肌
を
刺
す
。

点
呼
の
後
我
々
は
隊
列
を
組
み
行
軍
に
移
り
、
部
隊
の
い

る
済
南
に
向
か
う
。
時
間
の
観
念
は
な
く
た
だ
歩
く
だ
け
。

ど
れ
だ
け
歩
い
た
の
か
前
方
に
煉
瓦
造
り
の
大
き
な
建
物

が
見
え
て
き
た
。
こ
れ
が
我
々
が
入
る
電
信
第
十
連
隊
か
、

営
門
に
着
剣
し
た
兵
隊
が
い
る
。
そ
う
だ
こ
こ
は
戦
地
な

の
だ
と
思
い
胴
ぶ
る
い
が
す
る
。 

 

営
門
を
通
過
し
て
広
い
営
庭
に
整
列
、
連
隊
長
の
訓
示

を
受
け
中
隊
編
成
と
な
り
、
私
は
第
一
中
隊
第
四
班
に
編

入
と
決
ま
る
。
我
等
初
年
兵
は
全
員
で
九
十
七
人
、
関
東

の
出
身
者
ば
か
り
で
、
そ
れ
に
古
参
兵
は
関
西
出
身
者
ば

か
り
で
あ
る
。
初
め
て
聞
く
関
西
弁
が
分
か
ら
な
い
。
入

隊
し
て
二
、
三
日
は
お
客
さ
ん
扱
い
で
、
わ
い
わ
い
と
親

切
に
教
え
て
く
れ
た
が
、
四
日
目
か
ら
突
然
豹
変
し
、
ビ

ン
タ
ビ
ン
タ
の
毎
日
で
あ
る
。
夜
の
点
呼
が
一
番
凄
く
、

声
が
小
さ
い
と
い
っ
て
は
ビ
ン
タ
、
銃
の
手
入
れ
が
悪
い

と
言
っ
て
各
班
回
り
、
タ
イ
ル
敷
き
の
廊
下
に
水
を
撒
き

褌
一
つ
に
な
り
四
つ
ん
這
い
で
あ
る
。
真
冬
の
北
支
、
何

で
俺
が
こ
ん
な
目
に
あ
わ
な
け
れ
ば
と
泣
け
て
く
る
毎
日

が
続
く
。 

 

同
年
兵
の
中
に
は
こ
ら
え
切
れ
ず
脱
走
す
る
。
一
期
の

検
閲
ま
で
に
九
人
に
及
ん
だ
。
そ
の
都
度
「
非
常
呼
集
」

で
叩
き
起
こ
さ
れ
、
営
外
出
動
で
あ
る
。
北
支
の
野
の
酷

寒
が
身
に
し
み
、
寒
い
よ
り
痛
い
。
そ
の
上
、
八
路
軍
の

出
没
で
危
険
こ
の
上
も
な
い
。
そ
し
て
帰
隊
し
て
待
っ
て

い
る
の
は
ビ
ン
タ
の
嵐
。「
お
前
等
は
た
る
ん
で
い
る
。
連

帯
責
任
だ
」
と
。
幸
か
不
幸
か
急
性
虫
起
発
病
に
て
一
月

二
十
日
済
南
陸
軍
病
院
へ
入
院
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
痛
い
思

い
は
あ
っ
た
が
ヤ
レ
ヤ
レ
と
の
感
が
強
か
っ
た
。
二
月
の

末
、
退
院
、
即
日
原
隊
復
帰
と
な
り
帰
隊
し
、
元
の
様
な

訓
練
の
明
け
暮
れ
と
な
っ
た
。 

 
昭
和
十
六
年
四
月
、
我
等
が
待
ち
に
待
っ
た
一
期
の
検

閲
が
無
事
に
済
み
、
俺
を
除
い
た
全
員
が
星
二
つ
の
一
等

兵
に
進
級
し
た
。
途
中
入
院
し
た
た
め
と
は
言
え
、
俺
だ
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け
が
星
一
つ
の
二
等
兵
。
四
月
末
に
一
部
を
除
き
野
戦
電

信
第
二
十
中
隊
へ
転
属
。
駐
屯
地
は
「
麦
と
兵
隊
」
で
有

名
な
徐
州
で
あ
る
。
散
々
苛
め
抜
か
れ
た
済
南
に
は
悔
し

さ
だ
け
が
残
る
。
そ
の
済
南
と
も
お
別
れ
で
あ
る
。
同
年

兵
は
皆
同
じ
思
い
だ
と
思
う
。 

 

駐
屯
地
の
徐
州
に
は
あ
る
期
待
を
抱
き
つ
つ
貨
車
に
揺

ら
れ
て
向
か
う
。
何
時
間
か
経
っ
て
徐
州
に
到
着
し
た
が
、

我
々
が
期
待
し
た
徐
州
と
は
余
り
に
も
違
う
。
そ
こ
は
汚

く
黄
塵
の
舞
う
薄
暗
い
街
だ
っ
た
。
第
二
十
中
隊
は
そ
の

片
隅
に
陣
し
た
。
崩
れ
か
か
っ
た
支
那
の
家
屋
で
、
内
部

は
壁
も
崩
れ
、
内
務
班
は
板
敷
き
ア
ン
ペ
ラ
で
あ
る
。
中

隊
長
は
年
配
の
島
谷
中
尉
で
召
集
の
将
校
で
あ
る
。
中
隊

の
中
で
た
だ
一
人
の
二
等
兵
で
あ
っ
た
俺
も
、
六
月
一
日

や
っ
と
星
二
つ
の
一
等
兵
に
な
っ
た
。 

 

我
々
の
隊
は
、
あ
の
有
名
な
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
生
き
残
り

の
隊
だ
と
聞
か
さ
れ
驚
い
た
。
我
々
の
知
る
限
り
で
は
「
ソ

連
軍
と
戦
い
壊
滅
さ
れ
た
」
筈
で
、
星
二
つ
の
四
年
兵
、

五
年
兵
が
数
人
お
り
上
等
兵
や
兵
長
よ
り
威
張
っ
て
い
る
。

「
メ
ン
コ
」
の
数
が
も
の
言
う
と
こ
ろ
が
軍
隊
だ
な
と
思

う
。
俺
は
第
一
班
に
編
入
さ
れ
、
班
長
山
崎
軍
曹
の
当
番

を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
日
課
は
城
外
に
あ
る
通
信
所
、
保
線

所
の
整
備
任
務
で
あ
る
。
そ
れ
も
三
日
に
一
回
と
い
う
ノ

ン
ビ
リ
し
た
も
の
で
、
他
の
日
は
近
く
の
ク
リ
ー
ク
へ
駄

馬
で
水
汲
み
で
あ
る
。 

 

し
か
し
星
二
つ
に
な
っ
て
も
初
年
兵
で
あ
る
。
た
ま
に

ビ
ン
タ
を
貰
う
こ
と
も
あ
る
が
、
済
南
当
時
と
違
い
楽
に

な
っ
た
。
あ
る
夜
非
常
呼
集
の
ラ
ッ
パ
が
鳴
り
、
全
員
中

庭
に
集
合
す
る
。
隊
長
が
い
き
な
り
抜
刀
し
て
出
動
命
令

を
伝
え
る
。
「
今
夜
、
連
隊
よ
り
我
が
隊
に
出
動
が
下
令
さ

れ
、
こ
れ
よ
り
博
山
方
面
に
侵
入
し
た
敵
共
産
八
路
軍
に

対
し
て
我
が
第
二
十
連
隊
は
こ
の
作
戦
に
参
加
し
、
速
や

か
に
電
信
網
を
構
成
の
任
に
当
る
。
こ
の
作
戦
を
博
西
作

戦
と
称
す
る
。
我
が
隊
は
明
早
朝
集
合
地
に
向
け
出
動
す

る
」
と
。
我
々
は
興
奮
し
武
者
震
い
を
す
る
。
初
め
て
の

戦
闘
に
参
加
出
来
る
の
だ
と
思
っ
た
が
、
そ
の
後
人
事
係

よ
り
の
編
成
発
表
で
は
、
俺
は
残
留
と
な
り
、
翌
朝
出
動

す
る
部
隊
を
見
送
る
。
悔
し
さ
で
涙
が
止
ま
ら
な
い
。 

 

留
守
隊
の
い
る
兵
舎
は
が
ら
ん
と
な
り

う
ら
さ
び

心
淋
し
い
限
り
。
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毎
日
つ
ま
ら
ぬ
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
出
動
し
た
部

隊
は
思
い
の
ほ
か
早
く
、
一
カ
月
位
で
全
員
真
黒
に
日
焼

け
し
て
帰
っ
て
来
た
。
軍
服
も
装
具
も
汚
れ
果
て
て
い
た

が
、
負
傷
者
も
無
く
、
全
員
無
事
の
戦
友
を
迎
え
て
、
お

互
い
に
抱
き
合
い
無
事
を
祝
い
あ
っ
た
。
夕
食
は
鯛
の
尾

頭
付
き
赤
飯
に
清
酒
付
き
、
俺
達
残
留
組
は
戦
場
の
模
様

を
根
掘
り
葉
掘
り
聞
く
の
に
忙
し
い
。 

 

徐
州
の
夏
は
酷
暑
の
毎
日
だ
。
雨
も
降
ら
ず
、
黄
塵
は

舞
い
、
目
も
明
け
ら
れ
ぬ
。
週
一
回
の
野
外
演
習
で
は
一

面
の
麦
畑
、
瓜
畑
の
中
を
匍
匐
前
進
で
草
い
き
れ
と
牛
豚

の
糞
の
臭
い
、
汗
と
泥
に
ま
み
れ
ク
タ
ク
タ
な
る
。
し
か

し
夜
は
満
天
の
星
が
輝
き
、
空
を
見
上
げ
故
郷
を
思
い
出

す
。 

 

夏
も
過
ぎ
十
月
の
初
め
の
夜
「
非
常
呼
集
」
で
起
さ
れ
、

飛
起
き
る
と
「
そ
の
ま
ま
営
庭
へ
集
合
」
と
連
呼
が
あ
る
。

外
套
を
掴
み
飛
び
出
す
と
、
も
う
既
に
中
隊
幹
部
が
集
合

し
て
お
り
、
あ
わ
て
て
列
に
飛
び
込
む
。
突
然
「
気
を
付

け
、
休
め
」
の
号
令
が
あ
り
。
中
隊
長
の
声
は
何
か
博
西

作
戦
の
時
と
は
違
う
雰
囲
気
で
あ
る
。
隊
長
は
声
を
張
り

上
げ
命
令
を
伝
え
る
。
「
我
が
中
隊
は
こ
れ
よ
り
河
北
省

中
部
に
展
開
せ
る
第
十
二
軍
の
通
信
網
構
成
の
た
め
、
中

隊
一
丸
と
な
り
作
戦
に
参
加
す
る
旨
下
令
あ
り
。
出
動
は

夜
明
け
と
す
。
ま
た
一
部
の
小
隊
は

べ
ん便
い衣

に
て
行
動
す
る
」

と
。 

 

編
成
は
直
ち
に
発
表
さ
れ
、
俺
は
第
一
小
隊
に
所
属
、

被
服
係
よ
り
作
戦
服
を
受
領
す
る
。
そ
れ
は
黒
い
支
那
服

で
便
衣
隊
で
あ
る
。
翌
朝
の
〇
四
〇
〇
、
営
庭
に
集
合
。

我
が
第
一
小
隊
は
小
隊
長
品
田
少
尉
以
下
四
十
五
人
で
あ

る
。
全
員
支
給
さ
れ
た
便
衣
を
着
用
、
武
器
は
捕
獲
品
の

チ
ェ
コ
軽
機
一
、
騎
兵
銃
と
弾
薬
六
十
発
、
手
榴
弾
三
個

の
み
で
、
通
信
機
は
一
台
と
甚
だ
お
寒
い
整
備
で
あ
る
。

ま
た
友
軍
か
ら
の
誤
射
を
避
け
る
た
め
目
印
の
小
旗
が
山

崎
軍
曹
に
手
渡
さ
れ
た
。 

 

中
隊
長
、
小
隊
長
、
分
隊
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
示

が
終
わ
り
、
ま
だ
暗
い
〇
四
三
〇
、
駄
馬
編
成
に
よ
り
出

発
、
一
路
河
北
の
戦
線
へ
向
か
う
。
途
中
味
方
の
部
隊
に

会
う
度
に
冷
や
か
さ
れ
苦
笑
す
る
。
夜
は
部
落
の
麦
藁
の

中
で
仮
眠
し
つ
つ
幾
日
か
行
軍
し
た
。 
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あ
る
日
前
方
に
軽
機
の
発
射
音
を
聞
く
。
い
よ
い
よ
戦

場
へ
到
着
だ
。
早
速
小
隊
長
よ
り
命
令
あ
り
「
歩
兵
部
隊

の
前
方
へ
被
覆
線
を
延
線
、
確
保
せ
よ
」
と
あ
り
、
山
崎

分
隊
長
と
共
に
行
動
を
開
始
し
約
一
時
間
後
に
最
前
線
に

到
着
す
る
。
小
隊
長
と
分
隊
長
は
歩
兵
部
隊
の
指
揮
官
と

打
ち
合
わ
せ
に
、
我
々
は
そ
の
間
小
休
止
で
煙
草
に
火
を

付
け
一
服
す
る
。 

 

気
が
付
く
と
歩
兵
の
連
中
が
物
珍
し
げ
に
集
ま
り
、
ワ

イ
ワ
イ
が
や
が
や
、
我
々
の
便
衣
の
た
め
だ
。
や
が
て
小

隊
長
、
分
隊
長
が
帰
り
、
ま
た
行
軍
開
始
で
あ
る
。
あ
る

部
落
を
通
過
中
に
中
年
の
支
那
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
黙

っ
て
い
る
と
、
今
度
は
流
暢
な
日
本
語
が
追
い
か
け
て
く

る
。
聞
け
ば
早
稲
田
の
文
科
出
身
で
、
こ
の
村
の
村
長
だ

と
か
。
早
く
戦
争
が
終
わ
れ
ば
日
本
へ
行
き
た
い
と
も
ら

し
て
い
た
。 

 

数
時
間
後
、
通
信
網
を
構
成
し
、
ク
リ
ー
ク
の
土
手
で

小
休
止
中
、
友
軍
の
重
機
の
射
撃
を
浴
び
、
一
瞬
も
う
駄

目
か
と
思
っ
た
。
分
隊
長
が
慌
て
て
合
図
の
小
旗
を
振
り

事
な
き
を
得
た
が
危
な
か
っ
た
。
河
北
の
山
中
で
支
那
服

の
ま
ま
友
軍
に
撃
た
れ
死
ん
だ
で
は
死
ん
で
も
死
に
切
れ

な
い
な
あ
ー
、
と
皆
で
大
笑
い
を
す
る
。
数
時
間
後
便
衣

か
ら
正
規
の
軍
服
に
着
替
え
て
日
本
軍
に
戻
っ
た
。 

 

作
戦
終
了
後
、
西
瀧
海
線
の
寒
村
、
堪
山
に
保
線
所
の

開
設
を
命
ぜ
ら
れ
、
久
保
田
兵
長
を
長
と
し
八
人
に
て
本

隊
よ
り
分
離
出
発
す
る
。
同
年
兵
で
は
小
山
一
等
兵
と
俺

と
二
人
の
み
。
他
は
三
年
兵
、
四
年
兵
で
自
動
貨
車
一
台

を
支
給
さ
れ
任
地
に
向
か
う
。
堪
山
の
部
落
は
う
ら
ぶ
れ

た
寒
村
で
戸
数
も
二
十
戸
ば
か
り
、
到
着
し
て
直
ぐ
村
長

に
交
渉
し
、
一
戸
を
得
て
早
速
保
線
所
を
開
設
す
る
。
日

に
一
回
自
動
貨
車
で
保
線
区
間
の
巡
視
、
後
は
村
の
子
供

と
遊
ぶ
と
い
う
繰
り
返
し
だ
。 

 

あ
る
夜
中
、
突
然
、
定
時
の
連
絡
が
途
絶
え
た
。
緊
急

事
態
発
生
、
分
隊
長
以
下
全
員
飛
び
起
き
自
動
貨
車
に
分

乗
し
て
、
受
持
区
間
に
向
か
う
。
は
る
か
前
方
に
火
の
手

が
あ
が
っ
て
い
る
。
近
付
く
に
し
た
が
い
火
の
手
は
高
く

上
が
っ
て
小
銃
の
音
も
聞
こ
え
て
く
る
。
や
っ
と
現
場
へ

到
着
、
見
れ
ば
半
永
久
の
電
柱
が
切
断
さ
れ
、
積
ま
れ
、

燃
え
盛
っ
て
い
る
。
分
隊
携
行
の
被
覆
線
を
延
線
す
る
も
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足
り
ず
、
各
自
の
小
銃
の
銃
身
を
握
り
、
足
り
な
い
線
の

か
わ
り
と
な
る
も
ア
ー
ス
棒
が
利
か
ず
、
全
員
小
便
を
し

て
銃
剣
を
大
地
に
打
ち
込
み
、
や
っ
と
本
隊
と
の
連
絡
に

成
功
し
状
況
を
説
明
す
る
。 

 

そ
の
間
も
絶
え
ず
近
く
の
部
落
よ
り
、
ヤ
ン
砲
の
音
絶

え
る
間
も
な
い
。
野
犬
の
声
も
一
段
と
激
し
く
、
幸
に
も

敵
の
攻
撃
も
無
く
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
本
隊
に
引
き
継

ぎ
を
完
了
し
保
線
所
に
引
き
揚
げ
た
。 

 

十
一
月
十
日
頃
、
炊
事
係
と
し
て
使
っ
て
い
た
苦
力
よ

り
情
報
が
入
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
二
十
日
頃
敵
の

正
規
軍
四
万
が
西
に
向
か
っ
て
こ
こ
の
付
近
を
通
過
す
る

と
か
。
俄
然
保
線
所
は
色
め
き
立
ち
、
早
速
本
隊
へ
そ
の

旨
を
打
電
し
、
今
夜
よ
り
全
員
で
歩
哨
に
立
つ
。
二
、
三

日
後
の
夜
半
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
音
が
遠
方
よ
り
響
い
て
来

た
。
だ
ん
だ
ん
音
が
近
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と

我
々
分
隊
は
と
、
苦
力
を
偵
察
に
出
し
報
告
を
待
つ
。
や

が
て
苦
力
が
帰
り
、
報
告
に
よ
る
と
保
線
所
よ
り
三
キ
ロ

位
離
れ
た
位
置
を
西
方
に
、
大
部
隊
が
通
過
中
と
い
う
。

何
時
矛
先
が
と
…
…
全
員
玉
砕
を
覚
悟
、
寝
も
や
ら
ず
夜

明
け
を
待
つ
。
音
も
遠
く
な
り
ホ
ッ
ト
す
る
。 

 

昭
和
十
六
年
十
二
月
一
日
、
本
隊
よ
り
命
令
が
入
り
、

俺
と
小
山
に
小
隊
本
部
へ
出
頭
せ
よ
と
。
何
の
こ
と
か
分

か
ら
ず
保
線
所
で
出
し
て
く
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
博

山
の
小
隊
本
部
へ
出
頭
す
る
。
本
部
に
は
小
隊
長
と
山
崎

軍
曹
が
お
り
、
今
一
人
同
年
兵
の
今
井
一
等
兵
が
俺
達
を

待
っ
て
い
た
。
三
人
で
到
着
を
申
告
す
る
と
上
官
二
人
が

笑
顔
で
立
上
り
、
小
隊
長
が
大
声
で
「
今
か
ら
命
令
を
伝

え
る
。
陸
軍
一
等
兵
今
井
、
小
山
、
高
橋
の
三
人
は
十
二

月
一
日
付
に
て
陸
軍
上
等
兵
を
命
じ
、
併
せ
て
第
十
八
教

育
隊
付
を
命
ず
」
と
い
う
。
一
瞬
俺
は
驚
い
た
。
初
年
兵

の
中
で
一
等
兵
に
進
級
は
一
番
遅
い
俺
な
の
に
な
ん
で
一

選
抜
で
上
等
兵
に
な
っ
た
の
か
。
下
命
が
終
わ
っ
て
小
隊

長
が
「
御
目
出
度
う
よ
か
っ
た
な
あ
」
と
言
っ
て
肩
を
叩

い
て
く
れ
た
。
ま
た
山
崎
軍
曹
も
一
緒
に
行
く
か
ら
安
心

し
ろ
と
い
う
。
そ
の
夜
は
興
奮
し
て
良
く
眠
れ
な
か
っ
た
。 

 
第
十
八
教
育
隊
と
は
済
南
の
部
隊
本
部
に
あ
る
、
翌
日

小
隊
長
に
申
告
、
連
絡
用
の
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
て
済
南

へ
向
か
う
。
肩
に
は
昨
日
に
変
り
三
ツ
星
の
上
等
兵
の
肩
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章
が
あ
り
、
時
々
手
で
確
か
め
る
が
未
だ
に
実
感
が
沸
か

な
い
。
悔
し
い
思
い
出
が
あ
る
済
南
へ
一
年
振
り
で
教
育

係
助
手
と
し
て
帰
る
の
だ
。
俺
は
第
一
中
隊
第
一
班
の
班

付
き
と
な
り
、
班
長
は
山
崎
軍
曹
だ
。
班
長
は
内
地
へ
初

年
兵
受
領
の
た
め
帰
り
、
受
入
れ
準
備
で
毎
日
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、
宿
敵
と
も
い
え
る
三
年
兵
数
人

が
初
年
兵
係
と
し
て
着
隊
し
た
。
当
然
我
々
と
は
肌
が
合

わ
な
い
、
何
か
衝
突
が
あ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
だ
。 

十
二
月
十
日
、
山
崎
軍
曹
に
引
率
さ
れ
初
年
兵
が
到
着
し

た
。
各
県
混
成
で
関
東
、
関
西
、
沖
縄
の
出
身
者
も
あ
り
、

十
六
年
兵
が
入
隊
し
て
我
々
も
や
っ
と
二
年
兵
に
な
っ
た
。

我
々
は
自
分
達
が
受
け
た
ビ
ン
タ
教
育
は
絶
対
に
し
て
は

な
ら
な
い
と
同
年
兵
達
と
誓
う
。
一
週
間
後
い
よ
い
よ
教

育
訓
練
に
入
る
。
毎
日
充
実
し
た
日
が
続
き
、
そ
れ
な
り

に
楽
し
さ
が
あ
つ
た
。 

 

一
カ
月
位
過
ぎ
た
あ
る
夜
、
点
呼
後
突
然
「
二
年
兵
全

員
集
合
」
が
か
か
っ
た
。
三
年
兵
の
奴
等
だ
。
初
年
兵
達

は
何
事
か
と
皆
緊
張
し
我
々
の
動
き
を
見
守
っ
て
い
る
。

三
年
兵
達
は
我
々
二
年
兵
全
員
十
一
人
を
廊
下
に
並
ば
せ
、

い
き
な
り
往
復
ビ
ン
タ
を
掛
け
る
。
制
裁
の
理
由
は
、
我
々

が
初
年
兵
に
対
し
甘
す
ぎ
る
と
い
う
の
だ
が
、
初
年
兵
の

目
の
前
で
殴
ら
れ
た
我
々
の
面
子
は
…
…
、
寝
床
に
入
る

も
悔
し
く
て
、
今
に
見
て
い
ろ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
や

っ
と
眠
り
に
つ
く
。 

 

報
復
の
機
会
は
思
っ
た
よ
り
早
く
来
た
。
三
日
後
の
深

夜
に
「
三
年
兵
全
員
集
合
」
の
声
が
…
…
。
三
年
兵
達
は

キ
ョ
ト
ン
と
し
た
顔
付
き
で
「
ナ
ン
ダ
、
ナ
ン
ダ
」
と
怒

鳴
っ
て
い
る
が
、
こ
の
呼
集
は
我
々
同
年
兵
の
渡
辺
が
先

日
の
仕
返
し
に
や
っ
た
と
分
か
り
、
我
々
も
黙
っ
て
お
れ

ず
立
ち
上
が
っ
た
。
だ
が
渡
辺
は
酒
に
酔
っ
て
銃
に
実
弾

を
込
め
、
三
年
兵
を
一
人
一
人
銃
で
こ
ず
い
て
起
し
廊
下

に
並
べ
立
た
せ
、
渡
辺
一
人
に
ま
か
せ
て
お
け
ず
、
二
年

兵
も
全
員
銃
を
手
に
三
年
兵
に
向
か
う
。
三
年
兵
達
は
シ

ャ
ツ
と
袴
下
姿
で
震
え
、
オ
ロ
オ
ロ
し
て
「
止
め
ろ
、
止

め
ろ
」
と
青
い
顔
を
し
て
叫
ぶ
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

我
々
は
冬
服
に
外
套
を
着
用
し
て
い
る
の
で
寒
く
な
い

が
…
。
「
敬
礼
」
と
言
う
声
で
振
り
返
る
と
週
番
副
官
の
巡

察
だ
。
し
ま
っ
た
…
え
ら
い
事
に
な
っ
た
。
副
官
は
「
お
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前
ら
何
を
し
て
い
る
の
か
、
も
う
朝
に
な
る
ぞ
」
と
言
う
。

副
官
の
顔
を
見
る
と
何
時
も
我
々
を
良
く
し
て
く
れ
る
大

原
曹
長
だ
。
「
も
う
許
し
て
や
れ
。
お
前
達
の
気
持
ち
は
充

分
分
か
る
。
悪
い
よ
う
に
は
し
な
い
か
ら
解
散
し
ろ
」
と

そ
の
言
葉
を
切
っ
掛
け
に
周
辺
を
説
得
し
解
散
、
内
務
班

に
戻
る
。 

 

翌
日
朝
、
点
呼
後
演
習
を
休
み
謹
慎
…
。
午
後
よ
り
一

人
一
人
班
長
室
へ
呼
ば
れ
事
情
を
説
明
さ
せ
ら
れ
る
。
二

日
後
、
中
隊
長
室
へ
呼
ば
れ
て
出
頭
す
る
。
室
に
は
隊
長
、

小
隊
長
、
大
原
曹
長
、
山
崎
軍
曹
の
四
人
が
渋
い
顔
を
し

て
座
っ
て
い
る
。
そ
の
前
に
進
み
「
高
橋
上
等
兵
お
呼
び

に
よ
り
参
り
ま
し
た
」
と
…
。
す
る
と
山
崎
班
長
が
「
高

橋
、
お
前
に
相
談
が
あ
る
の
だ
が
、
ど
う
だ
お
前
航
空
隊

へ
行
く
気
は
な
い
か
。
実
は
隊
長
方
と
い
ろ
い
ろ
と
相
談

の
結
果
、
お
前
と
渡
辺
を
こ
の
ま
ま
隊
に
置
い
て
も
将
来

性
が
無
い
の
で
、
こ
の
際
転
属
し
た
方
が
お
前
達
の
た
め

だ
と
思
う
」
と
。 

 

ど
う
も
俺
が
こ
の
度
の
首
謀
者
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

こ
こ
で
弁
解
し
て
も
し
よ
う
が
な
い
と
周
囲
を
見
る
と
皆

う
な
ず
い
て
い
る
。
よ
し
俺
も
男
だ
俺
が
か
ぶ
れ
ば
皆
助

か
る
と
思
い
、
班
長
に
「
自
分
と
渡
辺
だ
け
で
済
む
な
ら

ば
転
属
を
致
し
ま
す
」
と
言
い
切
っ
た
。
班
長
は
「
承
知

し
て
く
れ
る
か
、
後
の
こ
と
は
決
し
て
心
配
す
る
な
」
と
、

俺
は
悔
し
く
て
泣
け
て
き
た
。 

 

隊
長
達
は
俺
の
涙
を
ど
う
思
っ
た
の
か
翌
朝
、
隊
長
よ

り
航
空
要
員
と
し
て
の
転
属
命
令
を
受
け
た
が
、
意
外
な

こ
と
に
併
せ
て
陸
軍
兵
長
を
命
ず
と
進
級
命
令
で
あ
る
。

そ
し
て
渡
辺
と
二
人
は
陸
軍
航
空
第
九
十
七
部
隊
へ
転
属

と
決
ま
る
。
班
長
室
へ
申
告
に
行
く
と
班
長
は
「
転
属
先

は
浜
松
だ
」
と
「
内
地
へ
帰
れ
る
の
だ
、
頑
張
れ
よ
」
と

兵
長
の
肩
章
を
付
け
て
く
れ
た
。
俺
も
今
ま
で
の
厚
情
を

謝
し
て
退
室
、
翌
日
申
告
し
て
集
合
地
の
青
島
兵
站
へ
向

い
列
車
に
乗
っ
た
。 

 

こ
こ
済
南
も
苦
し
い
嫌
な
所
で
、
二
度
と
来
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
が
、
去
る
と
な
る
と
何
か
淋
し
い
。
内
地
か
ら

一
緒
だ
っ
た
同
年
兵
の
親
し
い
顔
が
浮
か
び
無
性
に
別
れ

が
た
い
。
青
島
兵
站
に
着
き
申
告
し
て
船
を
待
つ
。
そ
の

間
に
各
地
よ
り
転
属
者
が
集
ま
り
、
何
故
か
士
官
が
多
い
。
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そ
の
数
七
十
二
人
に
及
ん
だ
。 

 

数
日
し
て
鉄
舟
訓
練
を
受
け
る
。
な
ん
で
航
空
兵
が
鉄

舟
だ
か
分
か
ら
な
い
が
、
帰
還
船
が
来
る
ま
で
毎
日
の
よ

う
に
海
の
上
で
あ
る
。
俺
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
に
海
を

渡
り
、
北
支
済
南
の
電
信
第
十
連
隊
に
入
隊
し
、
徐
州
の

野
電
隊
に
転
属
、
作
戦
に
参
加
も
し
、
十
六
年
兵
の
教
育

係
と
勤
務
中
の
昭
和
十
七
年
三
月
に
兵
長
に
進
級
、
僅
か

一
年
数
カ
月
に
て
兵
長
に
ま
で
な
り
、
今
内
地
へ
帰
る
船

を
待
つ
身
で
あ
る
。
振
り
返
っ
て
見
て
も
進
級
の
早
さ
に

驚
く
の
み
で
あ
る
。 

 

昭
和
十
七
年
四
月
、
帰
還
船
に
て
広
島
へ
上
陸
し
、
駅

に
て
父
へ
電
報
を
打
ち
、
列
車
で
任
地
の
浜
松
へ
行
く
。

車
窓
よ
り
見
た
風
景
が
何
と
も
懐
か
し
い
。
何
時
間
か
経

っ
て
浜
松
駅
に
到
着
、
駅
前
で
大
休
止
し
て
父
を
待
つ
。

二
十
分
位
経
つ
と
後
の
方
で
俺
を
呼
ぶ
父
の
声
が
聞
こ
え

た
。
一
年
半
ぶ
り
に
逢
う
父
の
顔
、
別
れ
た
時
と
変
ら
な

い
懐
か
し
か
っ
た
。
僅
か
十
五
分
位
の
間
だ
っ
た
が
集
合

の
命
令
で
父
と
別
れ
第
九
十
七
部
隊
へ
と
行
動
す
る
。 

 

部
隊
は
三
方
ヶ
原
に
あ
り
別
名
「
七
教
」
と
い
う
。
俺

は
部
隊
へ
着
い
た
そ
の
夜
か
ら
マ
ラ
リ
ア
の
発
熱
で
就
寝
、

七
日
ば
か
り
寝
た
っ
き
り
だ
と
言
う
。
ふ
と
目
を
覚
ま
す

と
枕
元
に
週
番
腕
章
を
付
け
た
下
士
勤
の
兵
長
が
心
配
そ

う
に
覗
き
込
ん
で
い
た
。「
兵
長
殿
、
ご
気
分
は
」
と
言
っ

て
顔
を
拭
い
て
く
れ
た
。
俺
は
済
南
を
出
る
時
か
ら
一
回

も
髭
を
剃
っ
て
い
な
い
の
で
大
分
古
兵
に
見
ら
れ
ま
た
野

戦
帰
り
の
恐
い
兵
隊
に
見
ら
れ
た
ら
し
い
。 

 

八
月
一
日
、
下
士
官
志
願
も
し
て
な
い
の
に
陸
軍
伍
長

に
任
官
、
併
せ
て
陸
軍
航
空
通
信
学
校
へ
九
月
十
日
ま
で

に
入
校
の
命
令
が
発
令
さ
れ
た
。
何
ん
だ
か
お
か
し
い
が

流
れ
に
逆
ら
う
事
も
出
来
ず
入
校
す
。
毎
日
の
教
科
は
電

信
隊
で
修
め
て
い
る
の
で
教
官
生
田
目
中
尉
の
助
手
と
な

り
毎
日
を
過
ご
す
。 

 

昭
和
十
八
年
八
月
頃
、
集
会
場
の
掲
示
板
に
意
外
な
も

の
を
見
た
。
我
々
の
原
隊
で
あ
る
電
信
第
十
連
隊
が
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
に
於
い
て
玉
砕
の
記
事
だ
。
事
務
室
へ
急
行
し

て
事
情
を
聞
く
と
、
十
六
年
兵
の
一
期
の
検
閲
後
南
方
へ

移
動
し
た
ら
し
い
。
同
年
兵
の
顔
や
温
情
あ
る
上
官
達
の

顔
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
目
に
浮
か
ぶ
。
集
会
場
へ
帰
り
渡
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辺
と
二
人
で
酒
を
痛
飲
、
本
当
に
人
に
は
運
命
と
い
う
も

の
が
あ
る
の
か
、
俺
や
渡
辺
が
転
属
し
て
な
け
れ
ば
同
じ

南
方
の
土
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。 

 

昭
和
十
八
年
九
月
、
卒
業
演
習
も
済
み
、
卒
業
の
日
が

近
付
い
た
あ
る
日
、
配
属
先
の
発
表
が
あ
り
、
六
十
人
余

が
南
方
派
遣
と
決
ま
り
、
俺
や
渡
辺
は
学
校
付
と
し
て
兵

庫
県
加
古
川
通
信
学
校
開
設
要
員
と
し
て
残
留
す
る
。
が

っ
か
り
し
て
事
務
室
へ
交
渉
す
る
も
、
「
貴
官
等
は
加
古

川
に
て
少
年
飛
行
兵
の
教
育
に
専
念
せ
よ
」
と
申
し
渡
さ

れ
る
の
み
。
南
方
行
き
に
決
ま
っ
た
者
は
張
り
切
っ
て
い

る
が
、
九
月
末
、
無
事
卒
業
式
も
終
わ
り
、
確
か
六
、
七

人
の
者
が
任
地
の
加
古
川
へ
向
か
う
。 

 

加
古
川
通
信
学
校
は
元
高
射
砲
隊
の
後
と
か
。
加
古
川

へ
着
き
申
告
す
る
と
、
俺
は
本
部
付
き
の
兵
器
委
員
室
勤

務
、
渡
辺
は
炊
事
室
勤
務
と
な
る
。
既
に
軍
曹
と
な
り
長

剣
サ
ー
ベ
ル
を
吊
る
身
と
な
る
。
各
隊
に
配
属
さ
れ
た
者

は
少
飛
の
生
徒
を
迎
え
る
準
備
で
忙
し
い
。
や
が
て
日
な

ら
ず
し
て
紅
顔
の
少
年
達
が
入
校
し
て
来
て
、
兵
器
委
員

室
も
忙
し
く
な
り
の
び
り
し
て
ら
れ
な
い
。
各
隊
の
兵
器

係
と
引
渡
し
に
忙
し
く
飛
び
回
る
。 

 

毎
日
そ
ん
な
日
も
過
ぎ
昭
和
十
九
年
三
月
頃
、
少
飛
の

生
徒
は
加
古
川
の
地
よ
り
飛
び
立
っ
て
行
っ
た
。 

 

あ
る
日
、
集
会
場
に
武
道
大
会
の
掲
示
が
出
た
。
試
合

は
数
日
後
と
迫
っ
て
い
て
、
俺
も
本
部
の
選
手
と
し
て
双

手
軍
刀
術
に
三
将
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
毎
夜
練

習
に
励
む
。
試
合
は
五
人
抜
き
で
校
長
閣
下
に
賞
賛
さ
れ

た
が
、
そ
れ
か
ら
数
日
し
て
炊
事
の
渡
辺
が
脱
柵
に
て
週

番
司
令
に
捕
ま
っ
て
重
謹
慎
と
な
り
取
調
べ
を
受
け
、
南

方
へ
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
、
数
日
し
て
会
報
に
台
湾
沖
に

て
潜
水
艦
に
や
ら
れ
水
没
と
知
る
。
北
支
よ
り
の
戦
友
ま

た
一
人
欠
け
気
落
ち
す
る
。
委
員
の
関
中
尉
か
ら
な
ぐ
さ

め
ら
れ
中
隊
へ
出
て
見
る
か
と
言
わ
れ
、
そ
の
指
示
に
従

う
。 

 

お
り
か
ら
、
特
幹
の
生
徒
が
入
校
し
て
来
た
の
で
第
十

二
中
隊
へ
来
て
見
て
驚
い
た
、
北
支
で
世
話
に
な
っ
た
あ

の
大
原
曹
長
が
少
尉
で
第
一
区
隊
長
と
し
て
き
て
い
る
。

聞
け
ば
少
尉
と
な
り
こ
の
学
校
へ
赴
任
し
て
来
た
由
。
俺

も
そ
の
日
よ
り
第
一
区
隊
付
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
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な
っ
た
。 

 

ま
た
四
月
初
め
、
集
会
所
で
北
支
よ
り
の
仲
間
で
第
三

中
隊
付
の
杉
浦
軍
曹
と
会
い
、
今
ま
で
の
こ
と
を
語
り
合

い
野
戦
へ
転
属
願
い
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
早
速
、
学

校
副
官
室
へ
血
書
の
転
属
願
い
を
提
出
し
た
。
副
官
は
驚

き
何
が
不
足
だ
と
言
う
。
や
が
て
俺
は
反
対
だ
が
校
長
閣

下
に
申
し
上
げ
て
み
る
と
。
三
日
後
副
官
室
に
呼
ば
れ
、

第
十
八
航
空
通
信
隊
へ
行
け
と
い
わ
れ
る
。
大
阪
の
大
正

飛
行
場
で
編
成
さ
れ
る
同
隊
に
杉
浦
と
二
人
早
速
出
向
し

た
。
し
か
し
同
隊
は
召
集
で
寄
せ
集
め
ら
れ
た
予
備
、
後

備
ば
か
り
、
通
信
の
「
つ
の
字
」
も
知
ら
ぬ
兵
や
下
士
ば

か
り
、
こ
れ
で
野
戦
へ
と
は
と
ん
で
も
な
い
。
中
隊
長
は

俺
と
杉
浦
に
「
教
育
せ
い
」
と
言
う
。
全
く
無
理
の
話
だ
。 

 

そ
の
う
ち
、
中
隊
が
別
れ
て
二
個
中
隊
が
出
来
、
杉
浦

は
第
一
中
隊
に
残
り
、
俺
は
第
二
中
隊
付
教
育
係
に
転
出

し
、
相
変
わ
ら
ず
召
集
兵
の
教
育
に
専
念
す
る
。
第
二
中

隊
長
は
あ
の
潜
行
三
千
里
の
辻
政
信
大
佐
の
弟
政
良
中
尉

で
あ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
奈
良
の
山
中
に
師
団
司
令
部
の

移
転
が
決
ま
り
、
第
二
中
隊
に
大
正
飛
行
場
―
奈
良
山
中

の
司
令
部
間
に
有
線
通
信
網
構
築
の
指
令
が
出
て
、
俺
が

そ
の
指
揮
を
ま
か
さ
れ
、
連
日
小
隊
を
指
導
の
任
に
当
る
。

そ
し
て
二
、
三
日
中
に
完
成
と
言
う
目
前
に
遂
に
敗
戦
の

日
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。 

 

【
解 

 

説
】 

 

体
験
記
執
筆
者
は
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
、
北
支

那
派
遣
電
信
第
十
連
隊
入
隊
か
ら
徐
州
の
野
戦
電
信
第
二

十
中
隊
に
転
属
、
作
戦
に
も
参
加
す
る
。
十
六
年
兵
の
教

育
係
勤
務
中
の
昭
和
十
七
年
三
月
に
兵
長
に
進
級
、
僅
か

一
年
数
カ
月
に
て
兵
長
に
ま
で
な
り
、
昭
和
十
七
年
四
月
、

帰
還
船
に
て
広
島
へ
上
陸
す
る
。
そ
し
て
八
月
一
日
、
下

士
官
志
願
も
し
て
な
い
の
に
陸
軍
伍
長
に
任
官
、
九
月
十

日
ま
で
に
陸
軍
航
空
通
信
学
校
へ
入
校
の
命
令
が
発
令
さ

れ
た
。
執
筆
者
は
「
何
ん
だ
か
お
か
し
い
が
流
れ
に
逆
ら

う
事
も
出
来
ず
入
校
」
し
た
と
い
う
。 

 

こ
こ
で
は
、
電
信
隊
の
教
科
は
毎
日
の
学
校
で
修
め
て

い
る
の
で
、
生
田
目
中
尉
教
官
の
助
手
と
な
り
毎
日
を
過

ご
す
。 
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そ
の
時
、
当
初
入
隊
し
た
電
信
第
十
連
隊
は
、
昭
和
十

八
年
八
月
頃
南
方
へ
移
動
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
於
い
て
玉

砕
し
た
と
の
掲
示
を
み
て
運
命
を
感
ず
る
。 

 

次
い
で
昭
和
十
八
年
九
月
、
卒
業
の
日
が
近
付
い
た
あ

る
日
、
六
十
人
余
が
南
方
派
遣
と
決
ま
り
、
執
筆
者
は
兵

庫
県
の
加
古
川
通
信
学
校
開
設
要
員
と
し
て
残
留
す
る
こ

と
と
な
り
、
少
年
飛
行
兵
の
教
育
に
専
念
す
る
。
加
古
川

で
は
本
部
付
き
の
兵
器
委
員
室
勤
務
で
、
既
に
軍
曹
と
な

り
長
剣
サ
ー
ベ
ル
を
吊
る
身
と
な
る
。
紅
顔
の
少
年
達
が

入
校
し
て
来
て
、
兵
器
委
員
と
し
て
各
隊
へ
の
兵
器
の
引

渡
し
な
ど
に
忙
し
く
飛
び
回
っ
て
い
る
昭
和
十
九
年
三
月

頃
、
少
飛
の
生
徒
は
加
古
川
よ
り
戦
線
へ
巣
立
っ
て
行
っ

た
。 

 

お
り
か
ら
、
特
幹
の
生
徒
が
入
校
し
、
北
支
か
ら
の
仲

間
で
第
三
中
隊
付
の
杉
浦
軍
曹
と
会
い
、
今
ま
で
の
こ
と

を
語
り
合
い
野
戦
へ
転
属
願
い
を
出
す
が
三
日
後
、
今
度

は
大
阪
の
大
正
飛
行
場
で
編
成
さ
れ
る
第
十
八
航
空
通
信

隊
同
隊
に
行
け
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
の
隊
は
召
集
で
集
め

ら
れ
た
予
備
、
後
備
で
通
信
の
「
つ
の
字
」
も
知
ら
ぬ
兵

や
下
士
ば
か
り
、
こ
れ
で
野
戦
へ
と
い
う
執
筆
者
の
希
望

は
叶
わ
ず
、
最
終
的
に
は
奈
良
の
山
中
に
移
転
が
決
ま
っ

た
師
団
司
令
部
の
有
線
通
信
網
構
築
の
指
揮
を
ま
か
さ
れ
、

小
隊
を
指
導
し
な
が
ら
の
任
務
中
、
通
信
網
完
成
目
前
に

敗
戦
の
日
を
迎
え
た
、
と
い
う
。 

 

執
筆
者
は
、
新
兵
教
育
な
ど
の
道
を
歩
み
つ
つ
も
常
に

野
戦
へ
の
希
望
を
具
申
し
て
い
る
が
果
た
さ
れ
ず
、
何
か

運
命
を
感
ず
る
軍
隊
生
活
に
終
始
し
た
感
慨
を
記
録
し
て

い
る
。 

 

特
質
あ
る
体
験
と
し
て
は
昭
和
十
六
年
十
月
突
然
の

「
非
常
呼
集
」
で
「
第
十
二
軍
の
通
信
網
構
成
の
た
め
、

一
部
の
小
隊
は
便
衣
に
て
行
動
す
る
」
と
言
わ
れ
、
黒
い

支
那
服
を
着
せ
ら
れ
た
便
衣
隊
が
編
成
さ
れ
る
。
執
筆
者

は
そ
の
一
員
と
し
て
、
味
方
に
冷
や
か
さ
れ
、
自
分
た
ち

も
苦
笑
し
つ
つ
幾
日
か
行
軍
し
た
と
い
う
。 


